『感謝の心で』
応募者名…コスモス（５０代）　　
家族構成…夫、娘、母　　　
住居環境…農村、持ち家
私は、のんびりした田舎育ちで、母は専業主婦で、私が学校から帰ってくると、いつもおやつを準備してくれました。何一つ苦労知らずに育ってきました。そんな私が仕事をもち、結婚し、やがて妊娠しました。しかし、第一子は調子が悪く、５ヶ月で流産してしまいました。しばらくの間、お休みをいただいてから、職場に復帰しました。身体的な痛みは多少ありましたが、それよりも授かった命に対し申し訳ない気持ちでいっぱいでした。何となく心に穴があいたような感じで、何も考えられませんでした。しかし、クラスに入ると、元気いっぱいの賑やかな声。一人一人のにこにこ顔が、私の心を癒してくれたように思います。
しばらくして、長男が誕生しました。仕事を続けましたので、母に、我が子の世話をお願いしました。しかし、子どもにとっては、私は母であり、寂しい気持ちにしてはいけないと思いました。仕事を終えて家路に着くなり、「ただいま」というや否や、我が子を抱きしめるようにしていました。そして、私の園での楽しかったことを話したり、子供の一日のことを聞いたりして、お互いに会話を楽しむようにしていました。我が子とのやりとりによって、“明日は～しよう”と勇気をもらっていたように思います。
三年後には長女が誕生しました。しかし、未熟児で生まれ、病気もありましたので、今から思い出すと、とても心配しました。お医者さんから、「一日二日が山ですね」を言われ、祈る毎日でした。産後八週間が終わろうとしている頃、勤めを辞めようかどうしようかと、連日悩みました。多く学費を出してもらい大学までいかせてもらったことに感謝しつつ、どこまでできるかわからないけれど、頑張ってみようと決心しました。よく熱を出し、病気をする子でしたので、辛い日もありました。熱が下がらず、救急で市民病院によく走ったこともありました。入院した時には、園の仕事を終えてから病院へ急いだこともありました。とても寂しがり屋の子でしたので、寝る前にはなるべく絵本の読み聞かせをして、子供とのつながりが切れないように努力していました。子供が５歳ぐらいの時だと思います。園で読んだ『かわいそうなぞう』の話を、我が子にも聞かせました。私自身が『命の大切さ』『愛情』の点から感動したからです。じっと聞きながら、うっすらと涙をうかべていました。
その子も成人となり、「お母さんは、読んでいる途中でいつも寝てしまっていたよ。」「気になって寝むれなかったよ。」とその頃の愚痴をよく言います。近頃では、漫画本をよく手にしています。また、「目が覚め、隣の部屋でよく週案をかいていたね」と仕事をもつ母の姿が印象的だったようで、その時の様子を時々話し掛けてもきます。きっと、年齢も若かったから、いろいろな波を乗り越えることができたのだと思います。母や周りのみんなのおかげではないかと有り難く思います。今、長男も長女も頑張って仕事についています。私が勤めたことは、子ども達にとって無駄ではなかったように思います。勤めることの楽しさや厳しさを、私のすべてを通して理解してくれているのではないかと思っています。

今までの子育てを振り返ると、完璧にこなしてきたわけではなく、多くの手抜きもありました。我が子と共に歩んできた凸凹した道のりの中で、私も強くなり、育ってきたように思います。有り難い気持ちでいっぱいになります。主人をはじめ、父や母にも感謝しています。娘には、みんなに感謝するように機会を見つけて話していきたいと思います。
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